W.G. アストン『日本文語文典』初版 訳注稿（1） by 遠藤 佳那子
W.G. アストン『日本文語文典』初版 訳注稿（1）
著者 遠藤 佳那子









　 本 稿 は、W.G. ア ス ト ン（William George Aston、1841-1911） 著 A 
















































































例）原文：the Shinji hi fumi den → 訳：『神







































































2 ラテン語の現在形 tango（私は触れる）に対する、完了形 tetigi（私は触れ
た）、ギリシア語の現在形κλεiω（kleiō）「私は閉める」に対する、完了形κ
κλεικα（kekleika）「私は閉めた」の下線部のような例を指す。
3 原文「The study of Chinese」とある。ここでは「中国学」と訳出する。
4 応神 16 年。この年は『日本書紀』によると王仁が渡来した年である。アス
トンは自身が訳したNihongi（Aston［1896］1972）において、この出来事を
（日本における）「中国思想の教育の始まりである（私訳）」と位置付けている。
た だ し ア ス ト ン は『 日 本 書 紀 』 の 年 紀 に つ い て 論 文 を 発 表 し て お り
















































































































































































































































































か た か な
仮名（または「大
や ま と か な
和仮名」）」と「平



















か た か な
仮名」の音節文字は、より人工的な特徴を持つ。「平





















か た か な
仮名」または「平






か た か な
仮名」や
「平












か た か な
仮名」または「平




か た か な
仮名」または「平





か た か な
仮名」は、角張った書体の漢字と共に見受けられ（諸家名文集
の見本Ⅵを参照）、「平




か た か な
仮名」は時折「平





か た か な
仮名」と「平






か た か な
仮名」と「平
ひ ら が な
仮名」を示
している。第一の列は英語の発音を、第二列には「片
か た か な
仮名」と、そのも
とになった漢字を添え、そして残りの列には比較的一般的な「平















































































か た か な
仮名」に
不馴れな読者の便宜のために掲げる。
1. a i u e または ye o
2. ka（ga） ki（gi） ku（gu） ke（ge） ko（go）
3. sa（za） shi（ji） su（zu） se（ze） so（zo）
4. ta（da） chi（ji） tsu（dzu） te（de） to（do）
5. na ni nu ne no
6. ha（ba） hi（bi） fu（bu） he（be） ho（bo）
7. ma mi mu me mo
8. ya yi（使用されない） yu ye（使用されない） yo
9. ra ri ru re ro








ひ ら が な
仮名」
「片







「ア」は father の a の音
「イ」は machine の i の音
「ウ」は book の oo の音
「エ」は they の ey の音








































































































































































































































































（hiatus）を防ぐため頻繁に削除される。従って、「タカ - アメ ノ ハラ」
に対して「タカマ ノ ハラ」、「カム - アツマリ」に対して「カムツマリ」




































例：「サシ - ハサム」、「シメ - コロス」、「ムスビ - ツクル」。
2．多くの複合名詞の第二要素は「にごり」を帯びる。
例：「ジョウ - ブクロ」、「スキ - ガネ」、「モト - ヅキ」
3．名詞を重複させた複数形の第二要素は、ほとんど常に「にごり」
を帯びる。
例：「サマ - ザマ」、「シナ - ジナ」、「ヒト - ビト」。






38 未然形にあたる。アストンは本書において、いわゆる未然形を「base for 
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